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Ⅰ．調査実施概要                    

①目的  平成 28 年 4 月に発生した熊本地震(以下、平成 28 年熊本地震とい

う)において、余震に関する情報が被災者に適切に伝わっていたのか、

余震に関する情報は被災者の避難行動などにどのような影響を及ぼ

したのか、余震の情報源に対して被災者はどのような評価をしている

のかなどを、地震後の被災者の行動や復旧・復興の様子の全体像とあ

わせて明らかにする。 

②調査対象地

域の設定 

下記の 2 つの地域を設定して

調査を実施した。 

1）熊本市：東区、南区 

2）郡市（13 市町村）：合志市、

菊池市、菊池郡（菊陽町、 

大津町）、上益城郡（益城町、

嘉島町、御船町、甲佐町）、

宇土市、宇城市、阿蘇市、 

阿蘇郡（南阿蘇村、西原村） 

 

③調査対象者 熊本市（東区・南区） 18 歳以上の男女個人（1,600 人） 

郡市（下記 13 市町村） 18 歳以上の男女個人（5,400 人） 

④調査名 熊本地震における余震情報と避難行動等に関するアンケート 

⑤調査方法 郵送配布・郵送回収法 

⑥調査期間 平成 28 年 11 月 28 日（月）～平成 28 年 12 月 19 日（月） 

⑦回収数 

地区 熊本市 
郡市 

（13 市町村） 
合計 

配布数 1,600 5,400 7,000 

総回収数（率） － － 3,495

（49.9%） 

有効回収数（率） 754

（47.1%） 

2,520

（46.7%） 

3,274

（46.8%） 
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Ⅱ．調査結果の詳細                   

１．地震発生時の避難 

 

地震発生時の避難 

  4 月 14 日（木）21 時 26 分に発生した地震の時の避難についてみると、熊本市で

は「はい」（避難した）が 56.1％、「いいえ」（避難しなかった）が 42.7％となってい

る。東区と南区でこの割合にほとんど差がない。 

 郡市では、「はい」が 50.4％、「いいえ」が 48.8％となっている。地域別にみると、

上益城郡では「はい」が 78.8％となっており他の郡市よりも突出して高くなっている。 

 

4 月 16 日（土）深夜 1 時 25 分に発生した地震の時の避難についてみると、熊本市で

は「はい」（避難した）が 74.8％、「いいえ（もともと避難していた、も含む）」（避難

しなかった）が 19.1％となっている。 

 郡市では、「はい」が 75.4％、「いいえ（もともと避難していた、も含む）」が 20.0％

となっている。 

 

4 月 16 日（土）に発生した地震の時には、4 月 14 日に発生した最初の地震の時に比

べて、熊本市、郡市ともに「はい」の割合が高くなっている。 

 

【図表 1 地震発生時の避難】 

 

 

  

56.1

74.8

50.4

75.4

42.7

19.1

48.8

20.0

1.2

6.1

0.9

4.6

【熊本市】 4/14地震（ｎ：754）

【熊本市】4/16地震（ｎ：754）

【郡市】 4/14地震（ｎ：2520）

【郡市】4/16地震（ｎ：2520）

（％）はい いいえ（もともと避難していた、も含む） 無回答
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２．避難行動 

 

地震発生時に避難した場所 

 

4 月 14 日（木）21 時 26 分に発生した地震の時に避難した場所についてみると、熊

本市では「車の中」が 53.7％で最も高く、以下、「空き地などの屋外」が 30.0％、「屋

外のあらかじめ指定されていた場所」が 16.1％と続いている。郡市でも、「車の中」が

59.4％で最も高く、以下、「空き地などの屋外」が 30.5％、「屋外のあらかじめ指定さ

れていた場所」が 16.3％と続いている。 

 

 4 月 16 日（土）深夜 1 時 25 分に発生した地震の時に避難した場所についてみると、

熊本市では「車の中」が 60.5％で最も高く、以下、「空き地などの屋外」が 31.6％、「屋

外のあらかじめ指定されていた場所」が 17.0％と続いている。郡市でも、「車の中」が

68.1％で最も高く、以下、「空き地などの屋外」が 32.1％、「屋外のあらかじめ指定さ

れていた場所」が 18.7％と続いている。 

 

 4 月 16 日（土）に発生した地震の時には、4 月 14 日に発生した初めの地震の時と比

べて、熊本市、郡市ともに「車の中」の割合が高くなっている。 

 

【図表 2 地震発生時に避難した場所】 
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屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中

しっかりした造りの建物

近所の家

別居している家族・親戚の家

その他

無回答

【熊本市】4/14地震（ｎ：423）
【熊本市】4/16地震（ｎ：564）
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1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中
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無回答

【郡市】4/14地震（ｎ：1269）
【郡市】4/16地震（ｎ：1900）

屋外のあらかじめ指定されていた場所

屋内のあらかじめ指定されていた場所

空き地などの屋外

車の中

しっかりした造りの建物

近所の家

別居している家族・親戚の家

その他

無回答

（％） 
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避難した理由、避難をしなかった理由 

 

①避難した理由 

 4 月 14 日（木）21 時 26 分に発生した地震の時に避難した理由についてみると、熊

本市では、「余震が恐かったから」が 81.6％で最も高く、以下、「建物の安全性に不安

があったから」が 57.2％、「そこにいる方が安全だと思ったから」が 31.2％と続いて

いる。 

郡市における避難した理由についてみると、「余震が恐かったから」が 80.6％で最も

高く、以下、「建物の安全性に不安があったから」が 55.2％、「そこにいる方が安全だ

と思ったから」（33.4％）と続いている。 

 

4 月 16 日（土）深夜 1 時 25 分に発生した地震の時に避難した理由についてみると、

熊本市では、「余震が恐かったから」が 81.0％で最も高く、以下、「建物の安全性に不

安があったから」が 61.3％、「電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたか

ら」が 42.9％で続いている。 

郡市における避難した理由についてみると、「余震が恐かったから」が 79.9％で最も

高く、以下、「建物の安全性に不安があったから」が 59.5％、「電気・ガス・水道など

のライフラインが止まっていたから」が 35.2％で続いている。 

 

4 月 16 日の地震の時の避難の理由を 4 月 14 日の地震の時の避難の理由と比べると、

熊本市では 4 月 14 日に比べて「電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていた

から」が高くなっており、「そこにいる方が安全だと思ったから」が低くなっている。 

郡市でも、「電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから」が高くなって

おり、「そこにいる方が安全だと思ったから」が低くなっている。 
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【図表 3 地震発生時に避難した理由】 
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余震が恐かったから
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家族に高齢者がいたから

家族・親戚に言われたから

行政の支援が得られると思ったから

防災行政無線などの情報を得たから

ペットがいたから

近所の人に言われたから
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建物に被害がなかったから

避難する必要を感じなかったから

土砂災害の危険性があったから

たいしたことがないと思ったから

雨が降っていたから

火山が噴火するかもしれないと思ったから

避難指示（勧告）を知らなかったから

避難したくてもできなかったから

避難するのが面倒だったから

その他

無回答

《避難した理由（熊本市）》                   《避難した理由（郡市）》 
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②避難しなかった理由 

 4 月 14 日（木）21 時 26 分に発生した地震の時に避難しなかった理由についてみる

と、熊本市では「建物に被害がなかったから」が 46.0％で最も高く、以下、「そこにい

る方が安全だと思ったから」（35.1％）、「避難する必要を感じなかったから」（34.5％）、

「電気・ガス・水道などのライフラインが使えたから」（32.3％）が 30％台で続いてい

る。 

郡市における避難しなかった理由についてみると、「建物に被害がなかったから」が

53.3％で最も高く、以下、「避難する必要を感じなかったから」（39.4％）、「電気・ガ

ス・水道などのライフラインが使えたから」（36.9％）「そこにいる方が安全だと思っ

たから」（35.2％）、が 30％台で続いている。 

 

4 月 16 日（土）深夜 1 時 25 分に発生した地震の時に避難しなかった理由についてみ

ると、熊本市では「そこにいる方が安全だと思ったから」が 48.6％で最も高く、以下、

「建物に被害がなかったから」が 34.7％、「電気・ガス・水道などのライフラインが使

えたから」が 18.1％で続いている。 

郡市における避難しなかった理由についてみると、「そこにいる方が安全だと思った

から」が 45.3％で最も高く、以下、「建物に被害がなかったから」が 39.8％、「電気・

ガス・水道などのライフラインが使えたから」が 24.2％で続いている。 

 

 4 月 16日の地震の時に避難しなかった理由を 4月 14 日の地震の時に避難しなかった

理由と比べると、熊本市では「そこにいる方が安全だと思ったから」「余震が恐かった

から」「建物の安全性に不安があったから」「電気・ガス・水道などのライフラインが

止まっていたから」「建物に被害があったから」など高くなっており、「建物に被害が

なかったから」「電気・ガス・水道などのライフラインが使えたから」「避難する必要

を感じなかったから」「たいしたことがないと思ったから」が低くなっている。 

 郡市でも、熊本市と同様に「そこにいる方が安全だと思ったから」「余震が恐かった

から」「建物の安全性に不安があったから」「電気・ガス・水道などのライフラインが

止まっていたから」「建物に被害があったから」など高くなっており、「建物に被害が

なかったから」「電気・ガス・水道などのライフラインが使えたから」「避難する必要

を感じなかったから」「たいしたことがないと思ったから」が低くなっている。 
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【図表 4 地震発生時に避難しなかった理由】 
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テレビ・ラジオなどの情報を得た…

余震が恐かったから

家族に高齢者がいたから

ペットがいたから

家族に乳幼児・子どもがいたから

建物の安全性に不安があったから

電気・ガス・水道などのライフライ…

建物に被害があったから

たいしたことがないと思ったから

避難したくてもできなかったから

情報や物資が得られると思った…

家族・親戚に言われたから

避難するのが面倒だったから

家族の中に特別なケアを必要と…

緊急地震速報が鳴ったから

防災行政無線などの情報を得た…

行政の支援が得られると思った…

SNS（Twitter,Facebook等）で情…

道路がふさがっていたから

とにかく人のいるところに行きた…

避難指示（勧告）が出たから

避難指示（勧告）を知らなかった…

近所の人に言われたから

雨が降っていたから

火山が噴火するかもしれないと…

土砂災害の危険性があったから

その他

無回答

【熊本市】4/14地震

（ｎ：322）
【熊本市】4/16地震

（ｎ：144）

そこにいる方が安全だと思ったから

建物に被害がなかったから

電気・ガス・水道などのライフラインが使えたから

避難する必要を感じなかったから

テレビ・ラジオなどの情報を得たから

余震が恐かったから

家族に高齢者がいたから

ペットがいたから

家族に乳幼児・子どもがいたから

建物の安全性に不安があったから

電気・ガス・水道などのライフラインが止まっていたから

建物に被害があったから

たいしたことがないと思ったから

避難したくてもできなかったから

情報や物資が得られると思ったから

家族・親戚に言われたから

避難するのが面倒だったから

家族の中に特別なケアを必要とする人がいたから

緊急地震速報が鳴ったから

防災行政無線などの情報を得たから

行政の支援が得られると思ったから

SNS（Twitter,Facebook等）で情報を得たから

道路がふさがっていたから

とにかく人のいるところに行きたかったから

避難指示（勧告）が出たから

避難指示（勧告）を知らなかったから

近所の人に言われたから

雨が降っていたから

火山が噴火するかもしれないと思ったから

土砂災害の危険性があったから

その他

無回答

《避難しなかった理由（熊本市）》                   《避難しなかった理由（郡市）》 
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余震発生の可能性に関する意識 

  

4 月 14 日の地震後における余震発生の可能性に関する意識についてみると、熊本市

では「当分はもう起きないだろうと思った」が 30.6％、次いで「今日・明日にでも起

こるかもしれないと思った」が 24.9％で高くなっている。 

 郡市でも「当分はもう起きないだろうと思った」が 32.8％、次いで「今日・明日に

でも起こるかもしれないと思った」が 24.8％で高くなっている。 

 

 4 月 16 日の地震後における余震発生の可能性に関する意識についてみると、熊本市

では「今日・明日にでも起こるかもしれないと思った」が 51.3％と約半数を占めてい

る。4 月 14 日後の意識と比べると、「今日・明日にでも起こるかもしれないと思った」

が大幅に増加し、その分、「当分は起きないだろうと思った」「余震のことは考えなか

った」が減少している。 

 郡市でも「今日・明日にでも起こるかもしれないと思った」が 50.1％と半数を占め

ている。4 月 14 日後の意識と比べると、「今日・明日にでも起こるかもしれないと思っ

た」が大幅に増加し、その分、「当分は起きないだろうと思った」「余震のことは考え

なかった」が減少している。 

 

【図表 5 地震後の余震発生の可能性に関する意識】 

 

  

30.6

12.7

32.8

12.9

12.2

18.7

12.4

15.8

10.7

8.4

8.8

10.4

3.6

2.9

2.6

4.2

24.9

51.3

24.8

50.1

15.4

4.1

16.5

4.4

2.5

1.9

2.1

2.2

【熊本市】4/14地震（ｎ：754）

【熊本市】4/16地震（ｎ：754）

【郡市】4/14地震（ｎ：2520）

【郡市】4/16地震（ｎ：2520）

（％）

「当分はもう起きないだろう」と思った

「１ヶ月以内には起こるかもしれない」と思った

「１週間以内には起こるかもしれない」と思った

「３日以内には起こるかもしれない」と思った

「今日・明日にでも起こるかもしれない」と思った

余震のことは考えなかった

無回答



9 

３．余震に関する情報に関する意識と行動 

 

余震に関する情報発表後の余震に関する意識 

  

4 月 15 日に発表された余震に関する情報についての意識についてみると、熊本市で

は「今後、大きな余震はもう起きないだろう、と思った」が 26.3％、「今後、余震がい

つ起きるかはわからない、と思った」が 25.2％と僅差で並んでおり、次いで「今後、

大きな余震が起きるかもしれない、と思った」が 17.8％で続いている。 

 郡市では「今後、大きな余震はもう起きないだろう、と思った」が 29.5％、「今後、

余震がいつ起きるかはわからない、と思った」が 28.2％と僅差で並んでおり、次いで

「今後、大きな余震が起きるかもしれない、と思った」が 17.5％で続いている。 

なお、熊本市、郡市ともに「聞いたことがない」の割合は 3％前後、特定の震度や発

生確率と結びついた意識を持った人の割合は 10％前後とそれぞれ低くとどまっている。 

 

 地震の翌週の 4 月 20 日（水）に発表された「余震」に関する新しい情報についての

意識についてみると、熊本市では「今後、余震がいつ起こるかは分からないと、思っ

た」が 42.0％で最も高く、次いで「今後、大きな余震が起きるかもしれない、と思っ

た」が 22.4％で高くなっている。 

 4 月 15 日に発表された余震に関する情報後の意識と比べると、熊本市、郡市ともに、

特定の震度や発生確率と結びついた認識が概して低い点では 4 月 15 日の発表後の意識

と共通しているものの、4 月 20 日の新しい情報発表後では大きな余震の発生の可能性

を肯定する方向に意識の変化が現れている。 
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【図表 6 余震に関する情報発表後の余震に関する意識】 

 

  

  

2.9

25.2

26.3

17.8

2.5

2.5

2.1

4.6

8.9

0.8

6.4

2.9

42.0

3.6

22.4

4.6

1.5

1.3

6.5

9.7

1.2

4.2

0.010.020.030.040.050.0

聞いたことがない

今後、余震がいつ起きるかはわからな

い、と思った

今後、大きな余震はもう起きないだろ

う、と思った

今後、大きな余震が起きるかもしれな

い、と思った

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生す…

今後の余震活動について、この数日

間で20％～40％程度で余震が発生…

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生する…

今後、今回の地震よりもさらに大きな

地震が起きるかもしれない、と思った

わからない・覚えていない

その他

無回答

【熊本市】4/15情報

（ｎ：754）

【熊本市】4/20情報

（ｎ：754）

3.5

28.2

29.5

17.5

1.8

2.4

1.5

4.2

5.6

0.7

5.2

3.0

42.1

4.8

23.0

4.1

1.8

1.1

6.3

9.0

0.6

4.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

聞いたことがない

今後、余震がいつ起きるかはわから

ない、と思った

今後、大きな余震はもう起きないだろ

う、と思った

今後、大きな余震が起きるかもしれ

ない、と思った

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生す…

今後の余震活動について、この数日

間で20％～40％程度で余震が発…

今後の余震活動について、震度６弱

以上の揺れとなる余震が発生する…

今後、今回の地震よりもさらに大きな

地震が起きるかもしれない、と思った

わからない・覚えていない

その他

無回答

【郡市】4/15情報

（ｎ：2520）

【郡市】4/20情報

（ｎ：2520）

聞いたことがない

今後、余震がいつ起きるかはわからない、と思った

今後、大きな余震はもう起きないだろう、と思った

今後、大きな余震が起きるかもしれない、と思った

今後の余震活動について、震度６弱以上の揺れとなる余震

が発生する、と思った

今後の余震活動について、この数日間で20％～40％程度で

余震が発生する、と思った

今後の余震活動について、震度６弱以上の揺れとなる余震

が発生する可能性は、この３日間で20％、震度５強以上とな

る可能性は40％である、と思った

今後、今回の地震よりもさらに大きな地震が起きるかもしれ

ない、と思った

わからない・覚えていない

その他

無回答

（％） 《熊本市》                              《郡市》 
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余震に関する情報後の行動 

  

4 月 15 日に発表された余震に関する情報を聞いた後の行動についてみると、熊本市

では「自宅に居続けた」が 36.3％、次いで「車に避難した」が 30.0％で他の項目に比

べてひときわ高くなっている。これらに次いで、「余震に関する情報をもっと調べた」

が 17.2％で高くなっている。一方、「この情報自体が特に何らかの行動につながってい

ない」は 12.2％となっている。 

郡市では、「自宅に居続けた」が 42.4％で最も高く、次いで「車に避難した」が 32.5％

で高くなっている。これらに次いで、「屋内から屋外に避難した」が 15.7％、「余震に

関する情報をもっと調べた」が 14.9％で高くなっている。一方、「この情報自体が特に

何らかの行動につながっていない」は 9.6％となっている。 

 

 地震の翌週の 4 月 20 日（水）に発表された余震に関する新しい情報を聞いた後の行

動についてみると、熊本市では「車に避難した」が 34.0％、「自宅に居続けた」が 30.8％

と僅差で並んでおり、以下、「避難先での避難を継続した」が 19.1％、「余震に関する

情報をもっと調べた」が 18.5％で続いている。 

 郡市では、「車に避難した」が 36.8％、「自宅に居続けた」が 35.2％で並んでおり、

以下、「余震に関する情報をもっと調べた」が 19.3％、「避難先での避難を継続した」

が 15.7％で続いている。 

  



12 

32.5

42.4

14.9

8.1

15.7

12.4

8.1

7.5

6.6

3.4

2.4

0.5

0.6

0.6

0.9

0.5

0.6

0.2

3.8

9.6

1.2

36.8

35.2

19.3

15.7

12.2

10.5

8.9

7.2

7.7

5.2

2.7

1.5

1.5

1.3

1.3

0.9

1.0

3.8

6.0

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

車に避難した

自宅に居続けた

余震に関する情報をもっと調…

避難先での避難を継続した

屋内から屋外に避難した

家から出た

避難所に行った

家に戻った

軒先避難（建物の外の敷地内…

家に戻るのをやめた

耐震性の高い建物に移動した

被災地を出た

仮住まいを探した

屋外から屋内に避難した

家族を被災地から出した

引っ越し先を探した

避難所を出た

被災地に戻った

家族を被災地に呼び戻した

その他

この情報自体が特に何かの行…

無回答

【郡市】4/15情報

（ｎ：2161）
【郡市】4/20情報

（ｎ：2110）

30.0

36.3

17.2

10.9

13.1

11.8

6.5

10.5

4.7

5.0

1.9

0.5

0.2

1.3

0.6

0.8

0.3

0.3

4.5

12.2

1.1

34.0

30.8

18.5

19.1

9.9

10.0

8.1

7.3

5.4

5.6

3.7

1.6

1.4

1.9

1.4

0.8

0.2

0.2

5.3

7.8

1.6

0.010.020.030.040.050.0

車に避難した

自宅に居続けた

余震に関する情報をもっと調べた

避難先での避難を継続した

屋内から屋外に避難した

家から出た

避難所に行った

家に戻った

軒先避難（建物の外の敷地内に…

家に戻るのをやめた

耐震性の高い建物に移動した

被災地を出た

仮住まいを探した

屋外から屋内に避難した

家族を被災地から出した

引っ越し先を探した

避難所を出た

被災地に戻った

家族を被災地に呼び戻した

その他

この情報自体が特に何かの行…

無回答

【熊本市】4/15情報

（ｎ：617）
【熊本市】4/20地震

（ｎ：627）

【図表 7 余震に関する新しい情報後の行動】 

   

  

（％） 

車に避難した

自宅に居続けた

余震に関する情報をもっと調べた

避難先での避難を継続した

屋内から屋外に避難した

家から出た

避難所に行った

家に戻った

軒先避難（建物の外の敷地内に避難）をした

家に戻るのをやめた

耐震性の高い建物に移動した

被災地を出た

仮住まいを探した

屋外から屋内に避難した

家族を被災地から出した

引っ越し先を探した

避難所を出た

被災地に戻った

家族を被災地に呼び戻した

その他

この情報自体が特に何かの行動にはつな

がっていない

無回答

《熊本市》                              《郡市》 
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４．地震・余震情報に関する認識 

 

地震・余震情報に関する評価 

 

地震・余震情報に関して 17 項目を挙げて、項目ごとに「非常にそう思う」「ややそ

う思う」「どちらともいえない」「あまりそう思わない」「全くそう思わない」の 5 段階

で評価してもらった。 

 

○熊本市民の評価 

「非常にそう思う」「ややそう思う」を合わせて“肯定的評価”、「あまりそう思わな

い」「全くそう思わない」を合わせて“否定的評価”とし、両者の割合を比べると、熊

本市では、17 項目中 16 項目で“肯定的評価”の割合が否定的評価の割合を上回ってい

る。 

 （1）《地震に関する情報を正確に伝える技術が確立している》についてみると、“肯

定的評価”が 45.3％となっている。また、（2）《地震に関する情報は、住民（市民）の

安全を考えて伝えられている》についてみると、“肯定的評価”が 54.0％となっている。 

 各機関の《余震情報を適切伝える能力》に対する評価についてみると、“肯定的評価”

の割合は『気象庁』が 38.9％で最も高く、以下、『マスコミ』（38.2％）、『熊本県』（35.2％）、

『政府』（30.9％）、『市町村』（25.1％）の順となっている。『市町村』では“肯定的評

価”よりも“否定的評価”の割合が高くなっている。 

 各機関の《住民の安全を考えて余震情報を伝える姿勢》に対する評価についてみる

と、“肯定的評価”の割合は『気象庁』が 56.4％で最も高く、以下、『熊本県』（47.7％）、

『政府』（42.1％）、『マスコミ』（39.8％）、『市町村』（35.1％）の順となっている。 

 各機関の《余震情報の信頼性》に対する評価についてみると、“肯定的評価”の割合

は『気象庁』が 42.6％で最も高く、以下、『熊本県』（35.6％）、『政府』（32.4％）、『マ

スコミ』（30.5％）、『市町村』（27.1％）の順となっている。 
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10.7

14.9

8.4

6.0

7.7

7.2

5.7

12.1

7.6

7.8

10.7

7.2

10.9

6.8

5.7

7.7

5.2

34.6

39.1

30.5

24.9

30.5

28.0

19.4

44.3

34.5

32.0

37.0

27.9

31.7

25.6

24.8

27.9

21.9

26.7

25.5

32.4

39.7

35.8

39.1

39.0

25.2

34.1

34.0

32.8

34.7

33.7

40.1

40.8

42.2

42.4

18.8

13.9

19.8

19.8

15.5

17.1

22.8

11.8

15.5

15.3

13.4

19.9

16.8

19.6

17.1

15.0

18.7

6.2

3.2

6.4

6.4

7.0

5.7

9.0

3.8

5.0

8.0

3.2

6.5

4.4

5.0

7.8

4.4

7.8

2.9

3.4

2.7

3.3

3.4

2.9

4.1

2.8

3.3

3.1

2.9

3.8

2.5

2.9

3.7

2.9

4.0

（1）地震に関する情報を正

確に伝える技術が確立し…
（2）地震に関する情報は、

住民（市民）の安全を考…

（3）気象庁は、余震の情報

を適切に伝える能力がある
（6）政府は、余震の情報を

適切に伝える能力がある
（9）マスコミは、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（12）熊本県は、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（15）市町村の役場は、余

震の情報を適切に伝える…

（4）気象庁は、住民の安全

を考えて余震の情報を伝…
（7）政府は、住民の安全を

考えて余震の情報を伝え…
（10）マスコミは、住民の

安全を考えて余震の情報…
（13）熊本県は、住民の安

全を考えて余震の情報を…
（16）市町村の役場は、住

民の安全を考えて余震の…

（5）気象庁の余震の情報

は、信頼できる
（8）政府の余震の情報は、

信頼できる
（11）マスコミの余震の情

報は、信頼できる
（14）熊本県の余震の情報

は、信頼できる
（17）市町村の役場の余震

の情報は、信頼できる

（％）

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

【図表 8 地震・余震情報に関する評価（熊本市）】 

  

  

（ｎ：754） 

（1）地震に関する情報を正確に伝える技術が確立している

（2）地震に関する情報は、住民（市民）の安全を考えて伝えられ

ている

（3）気象庁は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（6）政府は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（9）マスコミは、余震の情報を適切に伝える能力がある

（12）熊本県は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（15）市町村の役場は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（4）気象庁は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（7）政府は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（10）マスコミは、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（13）熊本県は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（16）市町村の役場は、住民の安全を考えて余震の情報を伝え

ている

（5）気象庁の余震の情報は、信頼できる

（8）政府の余震の情報は、信頼できる

（11）マスコミの余震の情報は、信頼できる

（14）熊本県の余震の情報は、信頼できる

（17）市町村の役場の余震の情報は、信頼できる
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17.7

11.5

8.7

9.7

9.0

7.7

16.0

10.8

10.2

12.9

11.0

11.9

8.7

7.6

10.1

8.7

36.2

41.1

33.5

27.7

32.6

31.1

25.2

43.4

35.6

33.2

40.3

32.5

36.1

28.9

27.3

32.6

25.9

24.6

23.3

29.4

35.8

33.7

37.8

36.0

24.5

31.7

31.9

30.2

31.8

31.0

37.5

40.3

38.3

39.2

18.5

12.5

17.5

19.4

15.4

14.5

19.7

11.0

14.8

15.6

10.7

15.2

14.1

16.5

16.3

12.2

16.3

5.4

2.9

5.3

5.3

5.5

4.2

8.4

2.4

4.0

5.9

3.0

6.6

4.2

5.4

5.5

3.7

7.3

2.6

2.6

2.8

3.1

3.1

3.4

3.0

2.7

3.1

3.3

3.0

2.9

2.7

3.1

3.0

3.2

2.7

（1）地震に関する情報を正

確に伝える技術が確立し…
（2）地震に関する情報は、

住民（市民）の安全を考…

（3）気象庁は、余震の情報

を適切に伝える能力がある
（6）政府は、余震の情報を

適切に伝える能力がある
（9）マスコミは、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（12）熊本県は、余震の情

報を適切に伝える能力が…
（15）市町村の役場は、余

震の情報を適切に伝える…

（4）気象庁は、住民の安全

を考えて余震の情報を伝…
（7）政府は、住民の安全を

考えて余震の情報を伝え…
（10）マスコミは、住民の

安全を考えて余震の情報…
（13）熊本県は、住民の安

全を考えて余震の情報を…
（16）市町村の役場は、住

民の安全を考えて余震の…

（5）気象庁の余震の情報

は、信頼できる
（8）政府の余震の情報は、

信頼できる
（11）マスコミの余震の情

報は、信頼できる
（14）熊本県の余震の情報

は、信頼できる
（17）市町村の役場の余震

の情報は、信頼できる

（％）

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

○郡市の住民の評価 

 《地震に関する情報を正確に伝える技術が確立している》についてみると、“肯定的

評価”が 48.9％となっている。また、《地震に関する情報は、住民（市民）の安全を考

えて伝えられている》についてみると、“肯定的評価”が 58.8％となっている。 

 各機関の《住民の安全を考えて余震情報を伝える姿勢》に対する評価についてみる

と、“肯定的評価”の割合は『気象庁』が 59.4％で最も高く、以下、『熊本県』（53.2％）、

『政府』（46.4％）、『市町村』（43.5％）、『マスコミ』（43.4％）の順となっている。 

 郡市の評価は、熊本市に比べて全般的に“肯定的評価”の割合が高くなっている。 

 

【図表 9 地震・余震情報に関する評価（郡市）】 

 

  

（ｎ：2520） 

（1）地震に関する情報を正確に伝える技術が確立している

（2）地震に関する情報は、住民（市民）の安全を考えて伝えられ

ている

（3）気象庁は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（6）政府は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（9）マスコミは、余震の情報を適切に伝える能力がある

（12）熊本県は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（15）市町村の役場は、余震の情報を適切に伝える能力がある

（4）気象庁は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（7）政府は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（10）マスコミは、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（13）熊本県は、住民の安全を考えて余震の情報を伝えている

（16）市町村の役場は、住民の安全を考えて余震の情報を伝え

ている

（5）気象庁の余震の情報は、信頼できる

（8）政府の余震の情報は、信頼できる

（11）マスコミの余震の情報は、信頼できる

（14）熊本県の余震の情報は、信頼できる

（17）市町村の役場の余震の情報は、信頼できる
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地震・余震情報の印象 

 

○熊本市民の印象 

 「非常にそう思う」「ややそう思う」を合わせて“肯定的印象”、「あまりそう思わな

い」「全くそう思わない」を合わせて“否定的印象”とし、両者の割合を比べると、10

項目中 8 項目で“肯定的印象”の割合が“否定的印象”の割合を上回っている。 

 各機関の《住民と同じ目線に立った余震情報の発信》に対する印象についてみると、

“肯定的評価”の割合は『熊本県』が 43.3％で最も高く、以下、『市町村』（36.9％）、

『気象庁』（34.1％）、『マスコミ』（29.5％）、『政府』（25.8％）の順となっている。『政

府』では“肯定的印象”よりも“否定的印象”の割合が高くなっており、『マスコミ』

でも“肯定的印象”と“否定的印象”の割合が拮抗している。 

 

【図表 10 地震・余震情報の印象（熊本市）】 

 

  

7.2

4.6

6.6

8.9

7.7

7.7

5.4

6.6

9.4

8.1

26.9

21.2

22.9

34.4

29.2

29.6

23.2

22.3

33.4

27.5

38.2

40.8

38.7

37.0

39.9

39.0

41.9

39.0

38.2

41.2

19.6

22.4

18.7

12.9

14.2

16.6

19.9

19.8

11.8

14.1

5.0

7.0

9.7

3.7

5.3

4.1

6.1

9.2

4.1

5.7

3.1

3.8

3.3

3.2

3.7

3.1

3.4

3.2

3.1

3.4

（1）気象庁は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（3）政府は、住民と同じよ

うな目線に立って、余震…
（5）マスコミは、住民と同

じような目線に立って、…
（7）熊本県は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（9）市町村の役場は、住民

と同じような目線に立っ…

（2）気象庁は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（4）政府は、余震の情報が

住民にもたらす影響につ…
（6）マスコミは、余震の情

報が住民にもたらす影響…
（8）熊本県は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（10）市町村の役場は、余

震の情報が住民にもたら…

（％）

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

（1）気象庁は、住民と同じような目線に立って、余震

の情報を発信している
（3）政府は、住民と同じような目線に立って、余震の

情報を発信している
（5）マスコミは、住民と同じような目線に立って、余

震の情報を発信している
（7）熊本県は、住民と同じような目線に立って、余震

の情報を発信している
（9）市町村の役場は、住民と同じような目線に立っ

て、余震の情報を発信している

（2）気象庁は、余震の情報が住民にもたらす影響に

ついてよく理解している
（4）政府は、余震の情報が住民にもたらす影響につ

いてよく理解している
（6）マスコミは、余震の情報が住民にもたらす影響

についてよく理解している
（8）熊本県は、余震の情報が住民にもたらす影響に

ついてよく理解している
（10）市町村の役場は、余震の情報が住民にもたら

す影響についてよく理解している

（ｎ：754） 
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○郡市の住民の印象 

 各機関の《住民と同じ目線に立った余震情報の発信》に対する印象についてみると、

“肯定的評価”の割合は『熊本県』が 48.5％で最も高く、以下、『市町村』（43.8％）、

『気象庁』（39.2％）、『マスコミ』（33.8％）、『政府』（30.6％）の順となっている。 

 各機関の《余震情報が住民にもたらす影響の理解》に対する印象についてみると、“肯

定的印象”の割合は『熊本県』が 46.9％で最も高く、以下、『市町村』（42.4％）、『気

象庁』（42.2％）、『マスコミ』『政府』（32.6％）の順となっている。 

 

【図表 11 地震・余震情報の印象（郡市）】 
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36.7
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34.8

18.0

20.7

19.1
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14.3
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19.6

19.6

10.9

14.6

4.5

6.1

8.1

3.4

5.3

3.8

5.4

7.5

3.2

5.4

2.7

3.3

3.2

3.2

2.9

3.1

3.7

3.6

3.3

2.8

（1）気象庁は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（3）政府は、住民と同じよ

うな目線に立って、余震…
（5）マスコミは、住民と同

じような目線に立って、…
（7）熊本県は、住民と同じ

ような目線に立って、余…
（9）市町村の役場は、住民

と同じような目線に立っ…

（2）気象庁は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（4）政府は、余震の情報が

住民にもたらす影響につ…
（6）マスコミは、余震の情

報が住民にもたらす影響…
（8）熊本県は、余震の情報

が住民にもたらす影響に…
（10）市町村の役場は、余

震の情報が住民にもたら…

（％）

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない 無回答

（1）気象庁は、住民と同じような目線に立って、余震

の情報を発信している
（3）政府は、住民と同じような目線に立って、余震の

情報を発信している
（5）マスコミは、住民と同じような目線に立って、余

震の情報を発信している
（7）熊本県は、住民と同じような目線に立って、余震

の情報を発信している
（9）市町村の役場は、住民と同じような目線に立っ

て、余震の情報を発信している

（2）気象庁は、余震の情報が住民にもたらす影響に

ついてよく理解している
（4）政府は、余震の情報が住民にもたらす影響につ

いてよく理解している
（6）マスコミは、余震の情報が住民にもたらす影響

についてよく理解している
（8）熊本県は、余震の情報が住民にもたらす影響に

ついてよく理解している
（10）市町村の役場は、余震の情報が住民にもたら

す影響についてよく理解している

（ｎ：2520） 
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５．地震後の暮らしの経過 

 

地震発生後から現在までの住まい 

 

○熊本市 

 地震発生後から現在までの住まいについてみると、「仮住まいしていない（自宅）」

は、①《最初の地震後（4 月 14 日～15 日）》時点では 49.7％となっており、②《本震

後（金曜深夜 4 月 16 日）》（24.7％）から③《最初の週末（4 月 16 日～17 日）》（27.7％）

にかけて 20％台にまで低下している。その後、この割合は増加に転じるものの、80％

台に達するのは⑥《地震後１ヶ月》（81.7％）の時点となっている。なお、「仮住まい

していない（自宅）」が大幅に低下した②《本震後（金曜深夜 4 月 16 日）》から③《最

初の週末（4 月 16 日～17 日）》にかけては、「車の中」が 40％前後と高くなっている。 

 

【図表 12 地震発生後から現在までの住まい（熊本市）】 
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無
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①最初の地震後 
（4 月 14 日～15 日） 49.7 2.5 5.2 0.8 5.0 2.0 1.3 24.1 0.1 0.9 1.1 0.5 - - 1.1 5.6 

②本震後（金曜深夜 
（4 月 16 日） 24.7 1.6 6.4 0.7 8.8 3.7 1.9 41.6 0.1 1.7 1.3 0.5 - 0.1 1.6 5.3 

③最初の週末（4 月 
16 日～17 日） 27.7 0.8 12.3 0.9 9.4 1.9 0.1 36.6 0.1 1.2 1.5 0.7 - 0.1 1.9 4.8 

④地震翌週（4 月 

18 日～24 日頃） 43.9 1.6 13.9 1.2 7.8 0.9 - 20.7 0.4 0.9 1.1 0.9 - 0.1 2.4 4.1 

⑤地震後２週間 66.8 2.3 9.8 1.1 3.4 0.8 - 8.2 0.3 0.9 0.5 1.2 - 0.1 1.9 2.7 

⑥地震後１ヶ月 81.7 2.4 3.6 0.9 1.5 0.1 - 2.9 0.3 0.7 0.4 2.1 0.1 0.1 1.3 1.9 

⑦地震後２ヶ月 84.7 2.3 1.6 0.5 1.3 - - 0.9 0.1 0.5 0.5 2.9 0.9 - 1.5 2.1 

⑧地震後３ヶ月 86.5 2.5 0.9 0.5 0.8 - - 0.3 0.1 0.5 0.4 2.8 1.5 - 1.1 2.1 

⑨地震後４ヶ月 86.9 2.5 1.1 0.4 0.7 - - - - 0.4 0.4 3.1 1.6 - 1.2 1.9 

⑩地震後５ヶ月 86.9 2.5 0.9 0.4 0.4 - - - - 0.4 0.4 2.9 1.6 0.1 1.3 2.1 

⑪現在 87.0 2.1 0.7 0.4 0.1 - - - - 0.4 0.3 2.8 2.1 0.1 1.6 2.4 

  

（％） 
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○郡市 

 地震発生後から現在までの住まいについてみると、「仮住まいしていない（自宅）」

は、①《最初の地震後（4 月 14 日～15 日）》時点では 56.1％となっており、②《本震

後（金曜深夜 4 月 16 日）》（28.2％）から③《最初の週末（4 月 16 日～17 日）》（32.5％）

にかけて 30％前後にまで低下している。その後、この割合は増加に転じるものの、80％

台に達するのは⑥《地震後１ヶ月》（81.3％）の時点となっている。なお、「仮住まい

していない（自宅）」が大幅に低下した②《本震後（金曜深夜 4 月 16 日）》から③《最

初の週末（4 月 16 日～17 日）》にかけては、「車の中」が高くなっており、特に②《本

震後（金曜深夜 4 月 16 日）》の時点では、この割合が 45.4％と半数近くに上っている。 

 

【図表 13 地震発生後から現在までの住まい（郡市）】 

ｎ:2520 
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①最初の地震後 
（4 月 14 日～15 日） 56.1 2.5 3.3 0.4 4.0 1.1 0.6 23.8 0.2 0.4 0.6 0.2 0.2 0.1 1.4 5.0 

②本震後（金曜深夜 
（4 月 16 日） 28.2 2.2 4.3 0.5 6.4 2.8 2.0 45.4 0.5 0.5 0.8 0.2 - 0.1 1.6 4.6 

③最初の週末（4 月 
16 日～17 日） 32.5 1.9 6.7 0.4 9.0 1.9 0.9 38.8 0.4 0.6 0.7 0.1 - - 1.8 4.2 

④地震翌週（4 月 
18 日～24 日頃） 48.1 2.7 7.5 0.5 8.5 1.1 0.2 23.5 0.6 0.6 0.9 0.3 - - 2.1 3.5 

⑤地震後２週間 67.9 2.9 6.6 0.5 4.5 0.5 0.2 9.8 0.7 0.5 0.5 0.6 0.2 - 2.0 2.7 

⑥地震後１ヶ月 81.3 3.2 3.7 0.2 2.3 0.2 0.1 2.5 0.6 0.5 0.3 1.0 0.8 0.1 1.6 1.7 

⑦地震後２ヶ月 85.8 2.9 2.1 0.2 1.3 0.1 - 0.8 0.3 0.2 0.3 1.0 1.4 0.2 1.7 1.7 

⑧地震後３ヶ月 87.2 2.9 1.5 0.1 0.8 0.0 - 0.4 0.1 0.2 0.3 0.9 1.7 0.8 1.5 1.5 

⑨地震後４ヶ月 87.3 2.8 1.2 0.1 0.6 0.0 - 0.3 0.1 0.2 0.2 0.9 2.0 1.2 1.3 1.8 

⑩地震後５ヶ月 87.4 2.7 0.9 0.2 0.3 - - 0.1 0.1 0.2 0.2 0.8 2.2 1.7 1.4 1.8 

⑪現在の住まい 87.7 2.3 0.6 0.1 0.0 - - 0.1 0.0 0.1 0.1 0.8 2.4 2.4 1.4 1.9 

 

  

（％） 
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【図表 14 地域別 仮住まいしていない割合（自宅の割合）の推移】 
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（
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月
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～
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本
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後
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15
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深
夜
） 

             

①
最
初
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14
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15
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（時間経過） 100     10              102（4 日後）     103（41 日半後）     → 
 Hours                                  x＝log 震災発生から経過した時間 


